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研究 成果 の 概要 (和文 ) : 200 字 程 度 


髪 と 革 の 取扱 ( 古代 イン ド の 宗教 儀礼 と 社会 慣習 と に お いて 重要 な 役割 を 果たし た 。 生 命 力 を 象 
微 す る 髪 と 胡 芝 を 伸ばし 続け る こ と は 超越 的 能力 を も た ら す と され , ヴェ ー ダ 以来 の 聖 仙 や 苦行 者 
の 特徴 で ある 。 他 方 , ・ 上 の 除去 は 世俗 的 存 在 そ 虹 な る 存在 と の 間 の 移行 , すなわち 死 と 再生 
を 象徴 する 。 0 仏教 や ジャ イナ 教 の 出家 ・ 入 門 に お ける 髪 ・ 頻 の 除去 で ある 。 祭 式 な ど 
の 場合 は , 開始 時 と 終了 時 に 上 髪 ・ 頻 を 除去 し , 実行 中 は 伸 ば し 続け る と いう 複合 型 が 見 られ る 。 


研究 成果 の 概要 (英文 ) : How to treat one's hair and beard, which symbolized vital power, 
played an important role in ancient Indian rituals and customs. Growing their hair and 
beard long characterized ascetics, saints, etc. and was considered to bring them 
supernatural power. On the other hand, removing one's hair and beard symbolized one's death 
in a secular (/sacred) 1ife as well as rebirth in a sacred (/secular) 1ife. A typica1 
example is found in the ceremony of admission into the Buddha's or Jina's Order. A complex 
pattern is observed in Vedic rituals: the sacrificer's hair and beard are removed at the 
opening, let grow during ritual performance and once again removed at the closing. 
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1. 研究 開始 当初 の 背景 与え られ , 祭 式 ・ 儀 礼 や 社会 慣習 に お いて 特 
「 髪 ( 頻 , 体毛 , 爪 な ど ) に 特別 な カ が 宿 別 な 取扱 を 受け て きた が , それ ら の 意味 を 体 
る 」 と いう 考え は , 世界 の 諸 宗 教 お よび 民間 系 的 に 考察 する 研究 は こ SN 
説話 に 広く 見 出さ れる 。 イ ンド に お いて も , 本 研究 代表 者 は 中 期 イ 語 動詞 に 関す 
髪 ( 状 , 体毛 , 爪 な ど ) に は 宗教 的 な 意味 が NCP に 


に 


「 髪 (と 明 ) を 取り 除き ・ 出家 する 」 と 
いう 仏教 と ジャ イナ 教 と に 共通 する 定型 名 
に 出会っ た 。 ど の よう な 理由 で 髪 と 上 の 除去 
が 出家 の 必須 条件 と され る の か と いう 疑問 
を 抱き , 同時 代 お よび 先行 する 文献 を 見 渡 
た と ころ , 毅 (上 , 体毛 , 爪 な ど ) の 取扱 が 
ヴェ ー ダ 以来 の 宗教 儀礼 に お いて 重要 な 役 
0 こ 気 づい た 。 
上 の 除去 は 仏教 ・ ジ ャ イナ 教 の 出家 や 

二 間 に と ど ま ら ず , が ーー ダグ 祭 式 た ンジ 
ドゥ ーー 儀礼 に お いて も 重要 な 構成 要素 で あ 
IE 淀 生活 に 取り 
込ま れ て いる 。 

他方 , 髪 (上 , 体毛 , 爪 な ど ) を 意識 的 に 
f ば し 続け る こ と も , リ シ ( 聖 仙 ) や や 苦行 
な どの 特徴 と し て 知ら れ て お り , この 伝統 は 
現代 イン ド に も 生き 続け て いる 。 

さら に 最初 ( に 髪 と 角 を 除去 し た 後 , 髪 と 此 
を 伸ばし 続け , 最後 に 再び 男 と と 髪 を 除去 する 
と いう 複合 パタ ー ン が 祭 式 や ヴェ ー ダ 学習 
な どの 実践 に 見 られ る 。 
髪 と 明 と を 除 ま する こと と , 伸ばし 続け る 
こと と いう , 一 見 , 相互 に 矛盾 する 現象 に は 
仏教 ・ ジ ャ イナ 教 ・ バ ラモン 教 ・ ヒ ンド ゥ ー 
教 等 の 相違 を 越え た て, イン ド 思 想 と し て 共通 
の 基盤 と 方 向 性 が 見 出さ れる と 予想 され た 。 
その 結果 , 本 研究 代表 者 は , 髪 ・ 雌 等 に 関す 
る 儀礼 の 根底 に ある 思想 が 何 か , どの よう に 
歴史 的 に 発展 し た か と いう 問題 の 解明 を 課 
題 と する に 至っ た 。 
本 こ 先 行 す る 予備 的 検討 と し て , 仏教 
の 出家 除 髪 の 意 味 と 起源 を 考察 し , 論文 「 髪 
ROD 


較 
まき 


「 仏 教 に お ける 聖 と 俗 」)。 1999 年 に Mette 教 
拉 科 の に 執筆 依頼 され , ドイ ツ 語 論文 


“Symbolik von Haar und Bart im Brahma 
-nismus, Buddhismus und Jinismus を 準備 
し た が , ペー ジ 数 超過 の た め 掲 載 を 断念 し た 。 

その 後 , ヴェ ー ダ か ら 仏 教 ・ ジ ャ イナ 教 に 
至る 「 輪 名 と 業 」 理 論 の 形成 過程 の 研究 に 携 
わる 過程 で , 「 髪 と 上 」 の 問題 が 「 死 と 再生 」 
の 思想 と 深く 関わ る こと を 改め て 認識 し , 古 
代 イ ンド の 宗教 生活 と 世俗 生活 に お いて 「 髪 


(②) 文献 縮 料 と 考古 学 ・ 美 術 資料 と を 照合 し , 
相互 の 関係 を 考察 する こと に より , 片 方 だ け 
で は 解決 困難 な 問題 (例え ば 仏陀 の 大 人 相 
「 肉 克 (ウシ ュ ニ ー シ ャ )」) を 解明 する 。 


(3) 「 髪 と 上 」 と いう 視点 か ら , 宗教 思想 ・ 
儀礼 と 日 常 生 活 ・ 社 会 慣習 と の 関係 と その 歴 
更 的 変 レ を 考 鶴 す る 。 


3. 研究 の 方 法 
紀元 前 12 世紀 項 か ら 紀 元 後 5 世紀 頃 ま で の 
イン ド の 文献 と 美術 ・ 考 古 学資 桂 か ら 「 髪 と 
此 」 に 関し て 可能 な 限り 多く の 実例 を 収集 し , 
上 机 検 半 す る 。 馬 測 な 了 学 に よる 原典 の 正 
確 な 理解 を 基 に , 宗教 思想 , 社会 生活 , 造形 
表現 等 の 重層 的 視点 か ら 考 察 攻 する 。 


(1) 古代 イン ド 宗 教文 献 に 残る 儀礼 , 戒律 , 
な ら び に 法典 や 民間 風習 に お いて , 「 髪 と 上 」 
(さら に 体毛 , 爪 , 皮膚 ・ 垢 ) が どの よう に 
扱わ れ て いる か を 文献 学 的 に 精査 し, 原典 を 
正確 に 訳す 。 具 体 的 に は 下記 文献 を 対象 と す 
る : リグ ヴェ ー ダ , アタ ル ヴ ァ ヴェー ダ , ブ 
ラー フ マ ナ , ウパ ニシ ャ ッ ド , 祭 式 教典 ( シ 
ュー ジウ タッ ズー 人 トラ, グリ ヒキ ギャ スー トト ダ )。 
法典 (ダル マ ・ ス ー ト ラ , ダル マ ・ シ ャ ー ス 
トラ ), アル タ ・ シ ャ ー ス トラ , 叙事詩 , 古 
文学 , 仏教 聖典 , ジャ イナ 教 聖典 な ど 。 


(2) 上 記 の 文献 材料 を 宗教 思想 と し て 分 析 
し , 共通 する パタ ー ン に 基づき 分 類する 。 髪 


と 症 (体毛 , 爪 , 皮膚 ・ 垢 ) の 取扱 の 根底 に 
ある 思想 を 明らか に こし , その 歴史 的 変化 を 社 
会 状況 と の 関連 に お いて 考察 する 。 


(3) イン ド お よび 周辺 地域 (中 央 アジ ア , ペ 
ルル シャ, へ ヘレ ニズム 文化 剛 ) の 美術 的 ・ 考 古 
学 的 な 資料 に お いて , 髪 ・ 明 (体毛 ・ 爪 ) な 
いし 洒 浴 の 表現 を 収集 し , 文献 の 調査 結果 
比較 照合 する 。 文 献 と 造形 表現 と の 相違 ・ 
青 に つい て 文献 学 , 美術 史 , 思想 史 と いう 多 
寺 的 視点 か ら 考 察する 。 


と 上 罰 」 の 持つ 思想 的 な 意味 を , より 広い 視野 
で 包括 的 に 研究 する こと を 企画 し た 。 


2. 研究 の 目的 
(1) 古代 イン ド の 宗教 生活 に お いて , 髪 と 
昧 (お よび 体毛 , 爪 ) の 持つ 象徴 的 な 意味 と 
その 取り 扱い (切る ・ 剃 る , 伸ばす , 特定 の 
に する 等 ) に 関す る 原則 を 解明 する 。 個別 
宗教 の 次 元 に と ど ま ら ず , バラ モン 教 か ら ヒ 
ンド ッ ゥ ー 教 ・ 仏 教 ・ ジ ャ イナ 教 に 至る イン ド 
諸 款 教 を 貫き , また , 一 般 人 の 社会 や 個人 生 


で 


活 を も 規制 し て いた , 共通 の 原理 を 探求 し , 
その 原理 の 発展 ・ 変 容 を 歴史 的 に 跡 づ け 


個々 の 宗教 の 関係 と 相対 年 代 を 推定 する 。 


(4) 上 記 の 調査 ・ 考 察 の 結果 を 体系 的 に 
め , 和文 お よび 欧文 で の 出版 原稿 を 準備 す 


に 避 


4. 研究 成果 
1) 研究 の 主 な 成果 
①「 髪 と 基 の 取扱 」 と いう 視点 か ら 宗 教 儀礼 
や 社会 習慣 を 検討 ・ 考 察する こと に より , 「 死 
と 生 (再生)」 お よび 「 聖 と 俗 」 に 関す る 思想 
と 儀礼 の 構造 と その 変遷 に 関し , 以下 の 諸点 
を 明らか に し た 。 
[1] 生き て いる 限り 絶え 間 な く 伸 び 続 ける 
髪 や 明 (体毛 ・ 爪 , さら に 皮膚 ) は , 生命 力 
の 象徴 と され る 。 リ グ ヴ ェ ー ダ 以来 , 現代 に 


至る まで , リン シ ( 聖 仙 ), 
ン (ヴェ ー ダ 


病 の か 
世俗 を 離れ た 聖 


ほな る 


ム ニ , 


プラ ブフ マチ 


学習 者 ), 


昔 行 


上 な ど , 


持つ 者 た ち は 


長く 人 


び た 胡 や 雌 


存在 と し て 特殊 


E 力 を 
匠 を 特徴 と す 


る 。 髪 や 上 落 を 伸ばし 続け る こ と は 生命 力 を 体 


内 に 


(性 的 禁欲 , す な わ 
に より 自己 
の 類似 が 注 
[2] 


は 古い 皮 膚 ( す 


蓄積 する こと で あり , その 結果 , 
能力 を も た ら す と 考え られ た と 推測 
ち 精 液 を 放出 
の 能力 を 体内 に 
され る 。 
他方 で は , すでに 


) 
伸び た 髪 
な わ ち 才 ) 


し た , 死ん だ , 人 86 
聖なる 行為 の 前 に ! 
並ん で 浄化 の た め 
[3] 月 の 期 望 毎 に 髪 
新 満月 祭 の 準 行為 


と 同様 に 
な 」 も の と みな され た 。 


超人 的 
され る 。 
し な いこ と 


蓄積 する 行為 と 


頻 (体毛 ・ 
「 老 


髪 と 此 の 除去 が 洒 浴 と 


に され た 。 


頻 を 除去 する 風習 が , 


NN 


古く か ら 成 


リグ ヴ の 


月 の 死 と 再生 の サイ クル と 見 な され た 。 
期 と 同調 
戻り , 満 
2 


期 望 毎 に 髪 と 上 


の 除去 は , 
こ 無垢 の 状態 
聖なる 夜 を 過 

に 宗教 的 意 
を 整え る 風習 が 


味 が 潤 
民間 


ェ ー ダ 以来 , 


人 


れる が , 
に 残る 。 


月 の 期 望 は 
期 望 
し て 人 
月 ・ 新 月 の 
時 代 と 


[4] 髪 と 甘 の 除去 と 伸ばし 続け る こ と の 複 


合 型 が 祭 式 や 若 行 , 


ヴェ ー グ ダグ 学 ゃ 


押 な どの 聖 な 


る 行為 を 行う 場合 の 基本 的 な 枠組 と な る 。 
A) 開始 時 に 髪 と 明 を 除去 し 洒 浴 する 。 


B) 陽 な る 
ラ タ ) を 遵守 し , 


了 為 を 実践 する 間 , 宗教 的 責務 


0 


髪 と 上 暫 を 伸 ば 


し 続 け る 。 
に RES 


開始 時 と 終了 時 の 髪 
は , 世俗 的 存在 な い 
と , 聖なる 存在 な い 


盟 の 除去 ( 


お よび 泊 浴 ) 


し 聖なる 存 在 と し て の 死 


し ] 


生 を 意味 し , 
の 転換 」 を 象 後 する 
叔 を 伸ばす 意味 


時 ・ 


「 死 と 再生 


世俗 的 存在 と し て の 新 
お よび 「 俗 と 聖 と 


ダ 学 習 を 継承 する 属 


E 格 が ある 。 四 住 


期 の 


で ある 0 


ジャ イナ 教 の 教団 生 : 
は 「 沙 門 」 と し て の 


され る 。 仏 
活 に お ける 髪 ・ 此 の 
共通 の 起源 か ら 出 発 


1 陸 29) 
教 ・ 
取扱 
する 


が 教団 の 発展 と と も に 相違 が 増大 する 。 ジ ャ 


イナ 教 で は 「 死 と 再 
行 的 性 格 が 強まる 。 
[8] 仏 伝 と ジ ナ 伝 ( 
通す る 要素 が 大 き 
平行 し て , その 髪 

も 造形 
像 で は 髪 や 早 が 
る 。 仏 陀 の 大 人 相 


シャ )」 は , ゴー タマ 仏陀 の 
「 (戦闘 時 に ) 頭髪 


トリ ヤ に 特有 の 


は 胡 ・ 
人 


に 関し て 
7 格 


| 滞 の 天天 3 
こ お い て も 変化 する 。 ガ ンダ ー ラ 系 仏 
表現 され 文献 資料 と 矛盾 す 
の 一 つ 「 了 肉 毅 (ウシ ュ ニ ー 


出身 階級 ク 
東 


生 」 の 象徴 性 が 薄れ , 苦 


革 


プ マ 


も 
化 に 
いて 


4 
ね る 


布 (鉢巻 」)」 が 「 頭 頂部 の 肉 の 膨らみ 」 と 


解釈 され て 成立 し た 


と 推測 され る 。 


② 3.①) に 挙げ た 文献 の 当該 筒 所 を 原典 批 


判 , 翻訳 , 注 秋 に わ 


頼 性 の 高い 資料 を 作成 


た っ て 精密 に 検証 し , 


し た 。 


信 


③ 京都 大 学 大 学院 集中 講 


詩 


(2010 年 12 


手 芝 


H ) 


心 と 
教学 


に お いて 上 記 の 研究 結果 の 概略 を 講義 参加 
者 ( 鶴 教 授 , 講師 , 助手 等 を 含む ) に 示し , 
相互 の 知見 を 深め た 。 

④ 上 記 研 究 結果 の : 仏教 ジャ イナ 教 の 出 
家 と 教団 生活 に お ける 髪 ・ 頻 の 取扱 を 

し て ,「 和 人 生 器 才 記念 イン ド 学 人 
論集 』 招待 論文 「 出 家 と 髪 ・ 頻 の 除去 一 
イナ 教 と 仏教 と の 対比 一 」 を 執筆 し た 。 


⑤ 「 髪 と 雌 の 象徴 性 
生 」 の 思想 の 成立 と 


是 
o 


ER 


に 


は [1] 


[5] 上 記 の よう な 


中 本 月 


確立 し て いた が , 時 
に 宗教 的 な 意味 が 弱 
な いし 人 生 の 諸 段 階 
社会 的 な 意味 が 強 ま 
除去 を 嫌悪 する 傾向 
頂部 に 髪 東 を 残す よ 
除去 は , 財 罪 や 刑罰 
[6] 紀元 前 5 


(「 沙 門 」) た ち が 多 様 な 
か ら 公 教 や ジャ イナ 教 が 成立 し た 。 ッ 


その 


代 と 共に , 髪 
まり , 
( 四 仁 期 ) 
る 。 鞍 
が 強まり , 


う に な る 。 頭髪 


で 述べ た 。 
則 は の きこ (に 


孤 ・ 


7 頭髪 


著 の 取 表 


の 1 種 と も な る 。 


世紀 頃 に 非 バ ラモン 系 修行 # 


現代 イン ド 1 
究 会 に 招待 さ 
RINDAS 伝統 思 


(②) 国内 外 に 


の 間 
が , 「 圧 


お ける 位置 づけ と イン 
① 哲学 ・ 思 想 と 生活 習性 
項 と し て 考察 され る 
と 明 の 扱い 」 と いう 


行為 に は 宗教 と 日 常 
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【 体 的 な 解明 を 目指 す 本 研 


」 の 根幹 を な す 「 死 
発展 に 関し て , 龍谷 


・ 風 習 と は 別 
順 向 が 一 般 
見 あり ふ 
生活 の 接点 が ある 。 
ンド 古代 思想 の 歴史 


* 新 的 思想 


1 を 展開 


ラモン 系 修行 


修 行 は 無 の 
俗 生 活 を 捨て 修行 


が 苦行 者 の 伝統 に 
を 保持 する ([1]) の に 
を (「 坊 主 頭 」 


と な 


髪 と 頻 を 完全 に 除去 


に お ける 死 と 修行 


する 慣 行 は , 


対し , 非 バ ラモン 系 
を 特徴 と し た 。 
る (出家 する ) 


則り 長髪 


時 * 


時 , 
世俗 的 生存 


ヴェ ー ダ に お ける 除 
[7] 仏教 ・ ジ ャ イナ 


修行 は ブラ フ マ チ ャ ー リ ン の 入 


と し て の 新生 を 象徴 し , 


ll を 継承 する 。 


教 に お ける 昌 


H 家 ・ 入 団 ・ 


門 と ヴェ ー 


ー ダ か ら 


国内 外 に お いて 先例 の な 
7 ヒン ドッ ゥ ッ ー 教 , 仏教 , 


独創 1 


イナ 教 に 至る 多様 な 宗教 思想 を 歴史 的 発展 
の ダイ ナミ ズム の 中 で 総合 的 に 


研究 は , 18 欧 


正統 的 な 人 研 


世紀 に 
究 方 法 に 


変 流 の 乏しく な っ て いる 今日 
\ て 稀少 で あり , イン ド 学 の 総合 的 発展 と 
こ < 資す る と 期待 され る 。 
言語 研究 に o 裏打ち 
字 ・ 民 族 学 ・ 美 術 ・ 


活性 化 


考察 す 
米 で 確立 し た イン ド 
に 則 る が , 細分 化 さ れ 


考古 学 等 の 視点 


ア 
大 学 


JI 


究 セ ンタ ー 第 8 回 伝統 思想 研 
れ 講 演 し た 。 2013 年 度 に 同 大 学 
想 シ リー ズ か ら 出 版 さ れる 。 


パク ト 


次 元 


に 強い 


れ た 
これ 
的 変 


究 の 試み は 
生 を 持つ 。 


62 お 
学 の 
相互 


の イン ド 学 に 


イー 


され た 文献 学 を 基盤 に , 


を 柔 


軟 に 


取り 入れ る 学際 的 方 法 は イン ド 学 

し い 可 能 性 を 開い た も の と 信じ る 。 特 ( 
教学 と 美術 史 に お いて 長らく 論議 され て 
た 大 人 相 の 「 肉 克 」 の 解明 は 大 き な 頁 献 と 
負 し て いる 。 


に 新 
こ , 仏 


き 
自 


④⑥「 髪 と 明 」 と いう 基体 的 な 事例 を 通じ て , 


イン ド 独 自 の 現象 と 人 類 に 普遍 的 な 
を 区 別 し , イン ド 文 明 の 特質 [を 明らか 1 
く 努 め た 。 
⑤「 租 
的 ・ 個 人 的 慣習 へ と 変遷 する 過程 を 明らか 
し た こと は , 現代 社会 に 占め る 宗教 の 位置 
考 宗 = する 上 で , 1 つの 材料 を 提供 する 。 
⑥ ヴェ ー ダ , 0 ジャ イナ 教典 の 原典 
多数 の 箇所 に お いて , 国内 外 で 初め て の 翻 
2 0 術語 の 語源 解 
を 行っ た 。 


事象 
こす 


(3) 今後 の 展望 

東日本 大 岩 災 に より 研究 室 ・ 書 庫 が 大 き 
被害 を 受け , 研究 成果 の 学会 発表 お よび 出 
準備 を 計画 通り に 行う 
本 研究 の 成果 を 早急 に 和文 お よび 欧文 
出版 する こと を 目指 す 。 欧 文 原稿 に は 学識 
る 外国 人 の 助言 ・ 訂 正 を 予定 する 。 


や 講演 を 積極 的 に 行い た い 。 
な お , 研究 成果 を で きる だ け 早 く 公 開 す 
た め に , ホー ムペ ー ジ を 開設 し た 。 


5. 主 な 発表 論文 等 
(研究 代表 者 、 研 究 分 担 者 及び 連携 1 
は 下線 ) 
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[雑誌 論文 ] ( 計 1 件 ) 
① Junko Sakamoto-Gote, The 


System in the Vedic Calendar, 
字 - 


[学会 発 


① 
思想 一 業 と 輸 短 説 の 起源 を 求め て 一 , 龍谷 
1 相 


表 ] ( 計 5 件 ) 


ま と 此 」 の 取扱 が 宗教 的 意味 を 失い 社会 


また 国内 外 に お いて , 研究 成果 の 学会 発表 


と 


AN 


へ 、 
に 


を 


の 
訳 , 
明 


な 
版 


こと が で き な か っ た 。 


で 
あ 


る 


Naksatra 
印度 学 作 教 
究 , 査読 有 , 63 巻 3 号 , 2011, 1075 一 1083 


阪本 (後藤 ) 純子 , 生命 エネ ルギー 循環 の 


大 


学 現代 イン ド 研 究 セ ンタ ー 第 8 回 伝統 思想 


f 


究 会 (招待 講演 ) , 2012 年 12 月 3 日 , 龍谷 
②Junko Sakamoto-Goto, A Dia 
Yajaavalkya and King Janaka on the ultima 


学 


og between 


te 


Agnihotra 一 SB-M XI 3, 1, SB-K III 1, 4, JB 


| 19f., 
本 Il Vedic Workshop (招待 発表 ), 
年 9 月 23 日 プ ブカレスト, ルー マニ ア 
阪本 (後藤 ) 純子 , 音節 と matra 一 イン 
韻律 の 基礎 概念 一 , 


201 


VadhAnv II 13 一 , The 5 Tnter- 


1 


ド 


日 本 印度 学 仏教 学会 第 2 


司 学術 大 会 , 2011 年 9 月 7 
阪本 (後藤 ) 純子 ,「 古 ・ 中 期 イ ンド ・ 
ヤ 語 文献 の 韻律 の 概観 と マー トラ ー チ 
・ ガ ナチ ャ ンダ ス 」, 
度 科研 費 基 盤 研究 (B)『 ヒ ン デ ィ ー・ 


ウル 


2008 て 2010 年 


日 , 表 ー 谷 大 学 


ア 


ド 


ーー 韻律 の リズ ム 構 造 の 解明 一 ペル シア 超 


源 説 の 検証 を と お し て 一 』 (代表 者 : 長崎 広 


子 ) 第 6 回 研究 会 
12 日 , 拓殖 大 学 
⑤ 阪本 1 純子 , Veda-Samhita と 
Brahmana に お ける Naksatra 「 月 宿 」 の 列挙 


, 拍 待 講演 , 2010 年 6 月 


回 


数 一 Veda 暦 と 祭 式 (2) 一 , 日 本 印度 変 学 仏 数 学 


会 第 6 1 回 学術 大 会 
正大 学 


会 , 2010 年 9 月 10 日 , 


[図書 ] ( 計 2 件) 
① 阪本 (後藤 ) 純子 , 
研究 セン ター, 生命 エネ ル ギ 


i 想 


龍谷 大 学 現 代 イ ンド 


立 


循環 の 思想 


業 と 輪廻 説 の 起源 を 求め て 一 (RINDAS 
想 シ リー ズ ) , 2013 (印刷 中 ) , 約 
② 阪本 (後藤 ) 純子 , 他 , 佐 正 出版 , 
鷹 先 生 右 寿 記念 イン ド 学 仏教 学 論集 , 
( 色 刷 中 ), 316-331 (「 出 家 と 髪 ・ 頻 の 除 
ジャ イナ 教 と 仏教 と の 対 


応 統 
100 


比 一 」) 


[その 他 ] 
ホー ムペ ー ジ 等 
http://sakamotogotojunko. jimdo. com/ 
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